
他団体における公共施設マネジメントの数値目標

団体名

1人当たりの

公共施設床面積

数値目標

（総延床面積）

計画等の名称、目標設定の着眼点

北九州市 5.5 ㎡

40年間で

総延床面積

△20～34％

公共施設マネジメント方針（答申）（H25.7）

・政令市平均レベルの保有量となる34％減を目安

・長寿命化、施設の削減による効果

・現状の投資的経費で対応できる目標を設定

神戸市 5.4 ㎡

30年間で

総延床面積

△10％

神戸市ファシリティマネジメントの推進（H23.3）

・管理・整備コストのシミュレーション結果

・今後確保が見込める財源

長崎市 4.4 ㎡ ―

名古屋市 4.4 ㎡ ―

福岡市 4.2 ㎡ ―

浜松市 3.3 ㎡

4年間で

施設数を

△25.6％

（383施設）

浜松市資産経営推進方針（H21.4）

浜松市公共施設再配置計画 基本方針（H22.9)

・品質、供給、財務の観点から施設を分類

・廃止、譲渡等に分類された施設数を目標に設定

横浜市 2.7 ㎡ ―

堺市 2.5 ㎡ ―

川崎市 2.4 ㎡ ―

立川市 2.3 ㎡ ―

相模原市 2.3 ㎡

30年間で

総延床面積

△20％

公共施設の保全・利活用基本指針（案）（H25.4）

・更新ピーク時に対応可能な施設量＝現在の6割

・削減目標＝維持・更新費用の4割

さいたま市 2.1 ㎡

40年間で

総延床面積

△15％

さいたま市公共施設マネジメント計画（H24.6）

・今後の維持・更新費用の財源不足分を推計

・財源不足分を施設総量削減・維持費の縮減で対応

東京都北区 2.0 ㎡

20年間で

総延床面積

△15％

北区公共施設再配置方針（最終案）（H25.5）

・60億円（過去10年の投資的経費の平均）で対応

・施設削減と維持管理費削減のシミュレーション

秦野市 1.9 ㎡

40年間で

総延床面積

△31％

秦野市公共施設再配置計画（H23.3）

・現状の施設更新費用2.5億円を今後も見込む

・施設更新費用の不足分のシミュレーション

・施設の優先度

参考資料1



○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
比
較

区
民
セ

ン
タ

ー

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ

セ
ン

タ
ー

地
区

セ
ン

タ
ー

地
区

会
館

市
民
集
会
施
設

公
民
館

○
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
付

設
す

る
集

会
施

設
。

○
建

設
に

当
た

っ
て

は
地
元

が
建
設
費
の
一
部
を
負
担

。

○
支

所
・

出
張

所
を

廃
止

す

る
際

、
こ

れ
に

併
設

の
地

区

集
会

所
を

名
称

変
更

し
、

地

元
に

よ
る

運
営

に
変

更
し

た
。

○
地

域
の

集
会

施
設

と
し

て
、
地
元
町
内
会
に
よ
り
設

置
及
び
運
営
さ
れ
る
。

○
い
わ

ゆ
る
町
内
会
館

。

○
市

民
の

実
際

生
活

に
即

す
る

教
育

、
学

術
及

び
文

化
に

関
す

る
各
種
事
業
を

行
う
。

○
市

民
の

教
養

の
向

上
、

健
康

の
増

進
、

情
操

の
純

化
を

図

り
、

生
活

文
化

の
振

興
、

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

た
め

に
設
置
。

○
現

在
札

幌
市

の
公

民
館

は
月

寒
公
民
館
の
1
館

の
み
で
あ
る
。

―
―

札
幌

市
公

民
館

条
例

範
囲

区
全
域

区
民
セ

ン
タ

ー

か
ら
遠

隔
の

地
域

現
存

施
設

か
ら

遠

隔
地

区
、

2
～

3
連

合
町

内
会

単
位

3
～

4
k
m
 
の

区
域

1
連
合
町
内
会
単

位

概
ね

半
径
5
0
0
ｍ
の
区
域

1
～

2
単
位
町
内
会

単
位

―

対
象

人
口

2
0
万
人

5
～

1
0
万

人
4
～

6
万

人
2
～

3
万

人
1
,
0
0
0
世
帯
(
2
～
5
千
人
)

―

敷
地

面
積

－
4
,
0
0
0
㎡

程
度

2
,
3
0
0
㎡

程
度

8
0
0
㎡

程
度

4
5
0
㎡
程
度

2
2
8
7
.
7
9
㎡

延
床

面
積

2
,
8
0
0
㎡

～
3
,
5
0
0
㎡

2
,
0
0
0
㎡
程

度
1
,
2
0
0
㎡

程
度

3
5
0
㎡

程
度

2
5
0
㎡
程
度

1
9
9
3
.
9
2
㎡

設
置

主
体

市
地
元

市

普
通

財
産

地
元
所
有

行
政
財
産
（

公
の
施
設
）

市
が
連
合
町
内
会
に
貸
付

連
合
町
内
会
が
運
営
委
員
会

を
組
織
し
て
運
営

町
内
会
が
自
主
運
営

指
定

管
理
者

1
0
館

2
館

2
4
館

5
6
館

2
7
2
館

1
館

※
苗

穂
東

・
厚

別
中

央
・

西

町
は

建
替

中

市
補
助

金
あ
り

(
補
助

率
1
/
2
 
1
8
,
0
0
0
千
円

)

行
政
財

産
（

公
の

施
設

）

概
要

○
地

域
住

民
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

の
助

長
及

び
生

涯
学

習
の

普
及

振
興

を
図

る
た

め
、

公
の

施
設

と
し

て
設

置
。

○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
及

び
地

区
セ

ン
タ

ー
は

、
区

民
セ

ン
タ

ー
を

補
完

す
る

施
設

と
し

て
設

置
さ

れ
て

い
る

。

○
貸

室
等

の
集

会
施

設
と

し
て

の
機

能
に

加
え

、
区

民
講

座
等

の
実

施
に

よ
る

地
域

文
化

の
醸

成
な

ど
、

多
様

な
役

割
を

担

う
。

区
分

運
営

方
法

等
指
定

管
理

者

市

設
置

根
拠

札
幌
市

区
民

セ
ン
タ

ー
条
例

施
設

数

備
考

建 設 基 準設 置 基 準

財
産

区
分

参
考

資
料

２



ま
ち
セ
ン
を
複
合
化
し
て
学
校
と
地
域
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々

な
相
乗
的
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
、
地
域
活
動
や
教
育
活
動
の
一
層
の
活
性

化
が
見
込
ま
れ
る
。

さ
ら
に
児
童
会
館
の
複
合
化
に
よ
り
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
へ
も
相
乗
的
な
効

果
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
等
の
副
次
的
効
果
も
期
待

で
き
る
。

小
学

校
と

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
・

児
童

会
館

の
複

合
化

参
考

資
料

３
小

学
校

と
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

・
児

童
会

館
の

複
合

化
参

考
資

料
３

小
学

校
と

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
・

児
童

会
館

の
複

合
化

参
考

資
料

３
小

学
校

と
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

・
児

童
会

館
の

複
合

化
参

考
資

料
３

地地 地地 域域 域域 活活 活活 動動 動動 へへ へへ のの のの

波波 波波 及及 及及 効効 効効 果果 果果

学学 学学 校校 校校 教教 教教 育育 育育 上上 上上 のの のの

波波 波波 及及 及及 効効 効効 果果 果果

高
齢

者
の

能
力

活
用

・
生

き
が

い
づ

く
り

子
ど

も
の

地
域

活
動

へ
の

参
加

、
交

流

地
域

団
体

と
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
連

携
強

化

地
域

防
災

体
制

の
強

化

地
域

住
民

の
教

育
活

動
へ

の
参

加
・

協
力

１
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

の
複

合
化

１
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

の
複

合
化

１
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

の
複

合
化

１
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

の
複

合
化

２
児

童
会

館
の

複
合

化
２

児
童

会
館

の
複

合
化

２
児

童
会

館
の

複
合

化
２

児
童

会
館

の
複

合
化

地地 地地 域域 域域 活活 活活 動動 動動 へへ へへ のの のの

波波 波波 及及 及及 効効 効効 果果 果果

子子 子子 どど どど もも もも のの のの

健健 健健 全全 全全 育育 育育 成成 成成 へへ へへ のの のの

波波 波波 及及 及及 効効 効効 果果 果果

二
条
小
学
校
で
は
平
成
２
７
年
の
建
替
え
に
合
わ
せ
て
、
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
児
童
会
館
を
複
合
化
す
る
方
向
で
検
討
を

進
め
て
い
る
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
等
に

よ
る
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
利
用
者
参
加
型
の
検
討
プ
ロ
セ

ス
を
実
施
し
て
い
る
。

地
域

資
源

（
協

力
者

・
団

体
）

の
活

用

異
年

齢
・

多
世

代
の

方
と

の
交

流
機

会
創

出

地
域

の
再

組
織

化
の

推
進

利
用

者
で

あ
る

子
ど

も
の

利
便

性
・

安
全

性
の

向
上

地
域

の
子

育
て

・
子

育
ち

支
援

拠
点

機
能

の
強

化

３
二

条
小

学
校

に
お

け
る

検
討

３
二

条
小

学
校

に
お

け
る

検
討

３
二

条
小

学
校

に
お

け
る

検
討

３
二

条
小

学
校

に
お

け
る

検
討

大
通

公
園

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
(
大

通
地

区
)
と

西

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
を

統
合

し
、

二
条

小
学

校
へ

入
居

す
る

形
で

検
討

中
。



小
学

校
と

地
区

セ
ン

タ
ー

の
複

合
化

参
考

資
料

４
小

学
校

と
地

区
セ

ン
タ

ー
の

複
合

化
参

考
資

料
４

小
学

校
と

地
区

セ
ン

タ
ー

の
複

合
化

参
考

資
料

４
小

学
校

と
地

区
セ

ン
タ

ー
の

複
合

化
参

考
資

料
４

１
小

学
校

・
地

区
セ

ン
タ

ー
複

合
化

の
経

緯
１

小
学

校
・

地
区

セ
ン

タ
ー

複
合

化
の

経
緯

１
小

学
校

・
地

区
セ

ン
タ

ー
複

合
化

の
経

緯
１

小
学

校
・

地
区

セ
ン

タ
ー

複
合

化
の

経
緯

２
厚

別
南

地
区

セ
ン

タ
ー

の
概

要
２

厚
別

南
地

区
セ

ン
タ

ー
の

概
要

２
厚

別
南

地
区

セ
ン

タ
ー

の
概

要
２

厚
別

南
地

区
セ

ン
タ

ー
の

概
要

３
施

設
概

略
図

３
施

設
概

略
図

３
施

設
概

略
図

３
施

設
概

略
図

小
学

校

S
6
3
、
上
野
幌
小
は
児
童
数
1
,
2
0
0
名
の
大
規
模
校
で
あ
っ
た

が
、
H
1
に
上
野
幌
西
小
、
H
4
に
上
野
幌
東
小
が
新
設
さ
れ
、

上
野
幌
小
の
児
童
数
が
3
4
0
名
ま
で
減
少
し
、
４
F
に
空
き
教

室
が
生
じ
る
。

地
元

の

意
向

区
内
の
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
厚
別
南
地
区
か
ら
遠
隔

地
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
地
区
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠

点
設
置
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
。

空
き

教
室

と
な

っ
て

い
る

４
Ｆ

を
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
施

設
に

転
用

し
、

空
き

教
室

と
な

っ
て

い
る

４
Ｆ

を
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
施

設
に

転
用

し
、

空
き

教
室

と
な

っ
て

い
る

４
Ｆ

を
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
施

設
に

転
用

し
、

空
き

教
室

と
な

っ
て

い
る

４
Ｆ

を
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
施

設
に

転
用

し
、

「
厚

別
南

地
区

セ
ン

タ
ー

」
を

開
設

。
「

厚
別

南
地

区
セ

ン
タ

ー
」

を
開

設
。

「
厚

別
南

地
区

セ
ン

タ
ー

」
を

開
設

。
「

厚
別

南
地

区
セ

ン
タ

ー
」

を
開

設
。

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

○
施
設
形
態
：
上
野
幌
小
学
校
の
空
き
教
室
と
な
っ
て
い
る
４
Ｆ
全
体
を
転
用
。

○
施
設
規
模
：
延
床
面
積
1
,
7
9
4
㎡
（
参
考
地
区
セ
ン
タ
ー
の
標
準
面
積
：
1
2
0
0
㎡
）

○
実
施
事
業
：
貸
室
事
業
、
区
民
講
座
の
実
施
、
図
書
の
貸
出
な
ど

施
設
の
特
徴

施
設
の
特
徴

施
設
の
特
徴

施
設
の
特
徴

○
小
学
校
と
は
別
に
専
用
入
口
、
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
。

○
他
の
地
区
セ
ン
タ
ー
と
異
な
り
、
運
動
利
用
が
可
能
な
ホ
ー
ル
が
な
い
。

（
大
会
議
室
を
ホ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
、
卓
球
の
無
料
開
放
を
実
施
。
）

○
他
の
地
区
セ
ン
タ
ー
に
は
な
い
「
プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
健
康
器
具
等
を
設
置
）
」
が
あ
る
。

４
Ｆ
部
分
：
厚
別
南
地
区
セ
ン
タ
ー



参考資料５ 

Ｈ25.10.15 子）子ども企画課 

児童会館のあり方に係る提言について 児童会館のあり方に係る提言について 児童会館のあり方に係る提言について 児童会館のあり方に係る提言について 

 

１ 経緯 １ 経緯 １ 経緯 １ 経緯 

 ・児童会館のあり方検討にあたり、札幌市次世代育成支援対策推進協議会（以下「協議

会」という。）を、外部有識者や専門家の意見聴取の場と位置付けた。 

 ・児童会館のあり方に係る検討材料とするため、協議会で議論した内容をまとめ、子ど

も未来局に対し提言いただくこととした。 

 

２ 児童会館あり方検討専門部会 ２ 児童会館あり方検討専門部会 ２ 児童会館あり方検討専門部会 ２ 児童会館あり方検討専門部会 

・協議の効率化を図るため、協議会内に、児童会館あり方検討専門部会を設置 

 ・協議会委員 20 名のうち、協議会の座長・副座長を含めた６名に、施設整備やまちづく

りに精通した臨時委員２名を加えた８名で構成 

 

３ 検討経過 ３ 検討経過 ３ 検討経過 ３ 検討経過 

日 時 内 容 

平成 23 年 10 月 28 日 

平成 23 年度次世代育成支援対策推進協議会 

・あり方検討の背景と今後の進め方について 

・あり方検討専門部会の設置 

平成 23 年 12 月 15 日 

第１回児童会館あり方検討専門部会 

・あり方検討の概要について 

・児童会館、ミニ児童会館の視察 

平成 24 年４月４日 
第２回児童会館あり方検討専門部会 

・児童会館の役割、機能について 

平成 24 年６月 28 日 
第３回児童会館あり方検討専門部会 

・児童会館整備の考え方について 

平成 24 年９月４日 
第４回児童会館あり方検討専門部会 

・新しい児童会館のイメージについて 

平成 24 年 10 月 17 日 
第５回児童会館あり方検討専門部会 

・提言書（案）の作成 

平成 24 年 11 月 15 日 
平成 24 年度次世代育成支援対策推進協議会 

・提言書の作成 

 

４ 提言概要 ４ 提言概要 ４ 提言概要 ４ 提言概要 

 ・１中学校区に１館という配置を最低限維持 

 ・子どもの健全育成のための多機能化、子育て・子育ち支援のネットワーク拠点化 

 ・ニーズや費用対効果を意識した事業の選択と集中 

 ・保全可能な施設は適切に保全し、建替えが必要な施設は、他の市有施設（特に小学校）

と併設（コスト抑制と機能強化） 

 ・児童厚生施設としての基準維持 

 ・組織横断的な連携による事業展開 

 ・加えて、ミニ児童会館のあり方についても見直しを検討すべき 


